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【研究の背景・目的】 

現在、交通体系のみならず、新たな分野を中心と
したスマートモビリティの模索が始まっている。情
報通信技術は、その基盤技術になっており、情報工
学／情報科学からのアプローチが必要不可欠になっ
てきている。情報通信分野を中心とした、情報分野
からのアプローチもいくつか行われているが、その
多くは、多様なセンシング技術、クルマプローブデ
ータの取得／可視化技術などを中心とした個別要素
技術からの研究開発が中心であり、スートモビリテ
ィのための情報基盤プラットフォーム設計／開発／
構築技術をはじめとした体系的な基盤研究が欠如し
ている。一方で、スマートモビリティ社会は、現在、
ITS を中心として新しいセンシング技術の出現と利
活用や新しいサービスの出現など、新たな展開を迎
えており、今後のさらなる変化が予想できる。この
とき、プラットフォームとしては、静的なアーキテ
クチャではなく、これらの動的要因を吸収できるア
ーキテクチャであることが重要となる。システム構
築後の運用を通じて発見した不具合のシステム設計
へのフィードバックや、得られた経験／知見をもと
に、システムにフィードバックさせる機構が必要不
可欠であり、本機構の確立により、持続可能なシス
テムの構築が可能となる。 

そこで、本研究では、システムの運用までを含め
たライフサイクル指向のスマートモビリティのため
の情報基盤プラットフォーム（図１）の設計／開発
／構築技術を含めたアーキテクチャ研究を行う。 

 図１スマートモビリティ情報基盤プラットフォーム 
 
【研究の方法】 

本研究の最大の特徴は、従来の多くが行われてい
たような、システム設計／開発／構築までの閉じた
研究に留まるのではなく、その後の運用で顕在化し

た課題を、プラットフォーム再設計／構築へ迅速／
柔軟にフィードバックできる技術を体系的に確立し、
持続可能なスマートモビリティ情報基盤プラットフ
ォームアーキテクチャを確立することである。具体
的には、申請代表者がこれまでの研究をさらに発展
させ、１）ライフサイクル指向のスマートモビリテ
ィシステムのアーキテクチャの確立、２）運用から
システム設計へのフィードバック技術、３）安全安
心な設計／検証技術と構築技術、を確立する。この
とき、対象分野としては、ITS を中心に考えている
が、さらには、エネルギーのモビリティであるスマ
ートエネルギーも視野に入れる。 
本研究は、実践的な研究を目指しているので企業

からの協力が必要不可欠であり、ITS 関連、スマー
トエネルギー関連コミュニティと密な連携を図って
遂行していく。  

 
【期待される成果と意義】 

今後重要となるスマートモビリティ社会において、
運用を通じてシステムを改善できる持続可能なシス
テムを構築でき、社会インフラとして安定化できる。
また、本研究で遂行した基盤プラットフォームを、
社会インフラとして新興国など輸出することにより、
我が国の産業競争力をさらに強化できる。 
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【研究期間と研究経費】 
 平成 27 年度－31 年度 153,600 千円 

 
【ホームページ等】 

https://www.f.ait.kyushu-u.ac.jp/projects/Kaken
KibanS 


